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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、カーボン系硬質膜を応用した自己潤滑スマートトライボロジーの材料と摩擦条件に関する

設計指針を確立することを目的としており、計画どおり順調に研究が進展している。具体的には、２つ

の計測装置を試作し、その有効性を実証するとともに、新たな成膜法を開発することで高硬質膜の成膜

に成功している。今後は、各テーマの成果を融合した研究フェーズに移行していくことになるが、当初

の目的を達成するためには、より一層有機的な研究協力体制の下で研究を進めることが期待される。 

 
【平成３０年度 検証結果】 
検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

当初の研究目的である超低摩擦発現ナノ構造変化層の摩擦時その場計測装置の製作

と実証を行い、構造変化層の厚さ、光学定数および化学結合割合を推定し、超低摩擦メ

カニズムを解明した。次いで、超低摩擦摩擦面の表面エネルギーの ESEM 内その場評

価装置の製作と実証を行い、摩擦係数と表面エネルギーの関係を明らかにした。また、

イオンビームミキシング・フィルタードアーク成膜法による超低摩擦・耐摩耗カーボン

系硬質膜の成膜に成功しており、カーボン系硬質膜による自己潤滑スマートトライボシ

ステムの材料と摩擦条件の設計指針の提案に成功している。 
研究成果は多くの原著論文、国際会議での招待講演などで積極的に発表され、社会・

国民への発信が多い点も評価できる。 
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